
 

 

◆◆◆ちょうふ環境市民懇談会 第 3回全体会が終わり

2 月 14 日（土）たづくり大会議場にて各活動グループの発表と調布里山物語の上

今回は各グループの活動内容をじっくり見ていただこうとブースの展示を充実させ

ナーは特に子供たちには好評だったようです。70 名余りの参加をいただきました

らない方々にどうアピールしていくかが今後の課題といえます。 

ちょうふ環境市民懇談会からのお知
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これがへびやまの 
笹で作った笛です。 

調布のたんぼのようす 
がよくわかりますね。 
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● 調布の自然 水辺編 No.１１ ～ 多摩川の人工ワンド
 平成５年、当時の建設省が多摩川の河川敷にワンドを再生しました。魚類や水辺の

な生息空間を持つ入り江のはずですが、度重なる台風の被害などでその姿を変えよう

 昨年の夏から冬にかけて訪れて知り合った、今年度からワンドの 

機能評価の研究に取り組む芝浦工業大学水圏環境研究室の岩崎さん 

の話では、かつて４ｍはあった水深も現在では1.5ｍばかり。川や 

湧水の量の減少に加えて、釣り人の練り餌も水質に影響を与えてい 

るとのことです。市内在住で淡水魚類の研究者である君塚さんも 

このワンドの機能評価の研究を続けられているので、その報告も待 

って皆でワンドの行く末を見守りたいと考えています。 

 本流への出口付近のワンドには外来種で今流行のウォータープランツのオオフサ 

モが根付きはじめています。どこから来たのかはわかりませんが、水質浄化効果も 

期待薄のようで，水質悪化も含めてワンドの機能が失われていきそうです。（中原） 
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2 月 15 日は，落ち葉はきと，階段の補修の管理作業を行いました。 

地元自治会の小島さんが参加され，その第一声が，落ち葉だめへの通路 

の落ち葉はきからはじまる足元の安全確保でした。また，もっと子どもや地域の人がはいるためには，

「安全確保」のための通路の整備が大切と強調されました。階段の補修についても，樹林地内の立ち

枯れた杉を切り，杭打ちから本格的な階段づくりの手ほどきをうけました。はじめての樹林地の感想

は，①落ち葉だめを枠からしっかり造り直し，堆肥をつくり林の中での循環をめざす②ブロック毎に

予想図を描くこと③自然に雨水の流れ道ができるので池なども可能か④階段に手すりも必要では，等

でした。心強い助っ人の登場はうれしいものです。今日一番のアド

バイスは「安全確保」で，あらためて一人ひとりが肝に命じました。

 来月は，①木の番号札のとりかえ（通路からみえる木から）②西

側樹林地の粗大ごみの撤去作業（これは人手が必要）③階段づくり

の作業のつづきです。 

樹林地の保全地域の拡大で，人手の確保が大きな課題です。 

（あべ）

アオキの実がかわいいな 
 

２月２１日（土）晴天，今年度最後の事業，「簡易炭焼きと木工作」

深大寺かに山で１０組２３人で行いました。最初に焚き火の材料集

で全員が，枝や枯れた木を集めた後，講師の小池先生指導の「焚き

の方法」でカマドに枝を組み，高さ５０cm 位積み上げました。点

の火は，サポーターの中原さんが古代の方法「火おこし器」を使っ

つけた火種から４つのカマドに点火しました。子どもたちは熱心に

の出るまで焦げた臭いを感じようと，鼻をピクピク。そこにたばこ

煙。「あっ，臭ってきた」でも残念の一場面もありました。 

点火はみんな成功で見る間に火は燃え上がりました。さあこれから「炭」を作る準備です。みんな

ち寄った金属製の空き缶に松ぼっくりなど入れて針金で結び，ガスで蓋が飛ばないようしてから焚

火に投入。火は勢い良く燃えて近寄れないぐらいでした。缶に開けた穴から，ガスが噴出し火がつ

て高い音をたて，このガスが機関車やバスのエネルギーだった昔の乗り物の話もあり，その力に一

感激でした。「炭」ができる間でお昼ごはんになりました。 
お昼が終わって，薪をつくるため「まさかり」

を使った薪割り体験をしました。まさかりの重さ

になかなか割れずに，何回も挑戦する子どもたち

でした。火の番は大人が担当し，ヤキイモも入れ

られ出来上がる間，「笛」や「ブンブン」という振

り回して音のでるものを作りました。これはお父

さんたちが熱心にナイフを使い作っているのも印

象的でした。さてその出来栄えに，子どもたちの

見守る中，ブンブン鳴り「ほっ」だった感じもあ

ったのでは。「炭」もでき，薪割りもして，ヤキイ

モも食べ，「笛」も作ったりの充実した一日でした。  

（A） 
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                    【説明会詳細４面参照】

合的な学習の時間に対応する地域プログラム等作成 

昨年度より続いた二ヶ年計画の事業も、そろそろ終わりを迎えようとしています。 
今年度の、これまでの活動をまとめて報告します。 
 

●人材育成講座 

 サポート活動にプラスとなるような知識の習得を目的と

して、講師の方をお招きして、自主講座を開きました。全

５回の予定のうち、４回までが終了しました。

●小学校授業サポート 

◆調和小学校 4 年生（総合） 

 5 月から 2 月まで継続して、「野川」をフィールドとし

た、子どもたちの活動をサポートしてきました。－「虫」

「植物」「鳥」「川の中の生き物」「水」「石」の各テーマご

とに、担当者を決め、野川で生きものを捕まえたり、観察

したり、調べたりする課程で、一緒になって考えたりアド

バイスなどをしてきました。試行錯誤をしながらのサポー

トでしたが、2/27 には、その発表会が行

◆富士見台小学校 1年生（生活科） 

 「多摩川」をフィールドとして、「草花遊び、虫取り」の

活動をサポートしました。天候などの都合により、全体で

2回、1 クラスのみの研究授業で 1 回のサポートになりま

したが、子どもたちが多摩川を身近に感じ、虫や草花によ

りいっそうの興味を持ってくれたことを実感しました。サ

ポート後に、子どもたちが可愛い感想を書いてくれたのも

嬉しかっ

  この学年の来年度のサポートも、引き合いが来ており、

今後が楽しみです。 

◆第三小学校 3 年生（総合） 

  これまでに「多摩川」での活動をほとんど経験してい

ないということで、2回の単発的な活動として、「植物」「鳥」

「水質」をテーマに、「多摩川」に親しむための活動サポー

トを行います。学校側では、これをきっかけに、今後の多

摩川での活動を更に広げていきたいという意向です。1 回

目を終えた感想としては、子どもたちが、意欲的、発展的

で、今後が楽しみで

●カード作り 

  授業サポートを通して感じたこと、学んだことをベースに、教師が補助教材として利用できるよ

うな、調布の自然を生かしたカードを作っています。 

●資源調査 

  自然環境学習のフィールドとなりそうな所をピックアップして、現地の様子や、動植物の種類、

活用案などを調べました。 

 

事業としては 3 月で終了しますが、今後も引き続き自主グループとして、授業サポートを中心と

した活動をしていく予定です。その為にも、新たなメンバーの参加が望まれますので、新規メンバー

の募集説明会を開催します。3/5 号の市報にも掲載予定ですが、興味のある方は是非いらしてくだ

さい。           

先生達と現地調査 

富士見台小―真剣に聞く子どもたち 

調和小－川の中の生き物調査 
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１８：３０

３月８

１８：３０

３月１７

１８：３０

３月１8

１８：３０

３月２２

１３

 

★ ちょうふ環境市民懇談会メーリングリ
ストに参加しませんか？ 
ちょうふ環境市民懇談会では、多くの方と日
常的に意見交換を行うために、メーリングリ
ストを運営しています。参加希望の方は下記
アドレスにご連絡ください。問合せ・申込
み：（尾辻） 
kp5y-otj@asahi-net.or.jp 
 
★ 環境市民懇談会 連絡会議 
      に参加してみませんか？ 
連絡会議は各プロジェクトや市内で活動
しているグループの情報交換の場です。現在
活動している方、これから何かやってみたい
なと思っている方、どなたでもお気軽にご参
加ください。 ちょう

全・改

このニュース
レターは市の
HP でカラー版
が見られます。

「調布の自然学習ボランティア」 

募集に伴う説明会!！ 

 私たちと一緒に，市内の小・中学校で，自然

環境の学習をサポートするボランティアを募

集します。 

 説明会を次のとおり開催しますので，関心の

ある方は是非おいでください。 

日時： 平成１6 年 3 月 12 日（金） 

    午前１０時～12 時 

場所： 調布市文化会館たづくり 

    10 階 1002 学習室 

定員： 20 名 

問い合わせ先： 杉山 ℡ 88-4863 

 「田んぼの学校」受講生募集 

 貴重な里山風景が残る佐須地区の田んぼ

で，有機栽培による米作りを中心とした自

然体験学習を９ヶ月，２〇回行います。 

 [親子コース] 

参加資格：市内在住の小・中学生とその親

定員：  １０組 

費用：  受講料 月２,０００円 

     保険料 １人 年１,０００円 

 [田んぼ基礎コース] 

参加資格：中学生以上の市民 

定員：  １０名 

費用：  受講料 月２,０００円 

     保険料 １人 年１,０００円 

  問い合わせ先：尾辻 ℡87-4385 

入間・樹林の会 
日時：３月２１日（日)９：３０～ 

集合場所：入間地域福祉センター 

持ち物：軍手・筆記用具，作業できる服 

作業： 階段づくりほか 

問合わせ：環境保全課（81-7086） 
時 場所 活動名／内容 

日（木） 

～２０：３０

たづくり３階 

301 会議室 

環境市民懇談会

運営委員会 

日（月） 

～２０：３０

市役所３階 

第 1 会議室 

環境モニター 

連絡会 

日（水） 

～２０：３０

市役所３階 

第１会議室 

環境市民懇談会

連絡会 

日（木） 

～２０：３０

市役所３階 

第 1会議室 

入間・樹林の会

世話人会 

日（月） 

：３０～ 

市役所３階 

環境部会議室 

ニュースレター

編集会議 

＜会議のスケジュール＞ 

ふ環境市民懇談会は、調布の自然環境を保

善・回復していくために、「話し合いの場や、

人材育成、啓発活動、情報の

た活動をパートナーシップを

とを目的に設立されました。

全活動へ参加してください。

調布市環境部環境保全課 
424－81－7086 

u@w2.city.chofu.tokyo.jp 
環境市民懇談会 
活動の交流・支援、

収集や発信」といっ

もとに進めていくこ

ぜひ、様々な環境保

お問合せ先：

TEL：0
E-mail：kankyo
発行：ちょうふ

【編集後記】 

入間・樹林地に地域自治会の助っ人が登

場！まず，「安全管理」，足元を片付け，滑

らないように落ち葉はきをしてから，作業

をすること。そのことを教えられました。

これが，基本のき。    【Abe】 

mailto:kp5y-otj@asahi-net.or.jp

